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要旨

タイワンタケクマバチはアジア大陸や台湾を本来の分布域とするクマバチであるが，2006年に愛知

県並びに岐阜県で外来種として発見された．本研究では，外来個体群の系統的位置付けを明らかにし，

侵入元の推定を行うため，タイワンタケクマバチ（中国産，台湾産，外来個体群）のミトコンドリア

DNAの塩基配列に基づく系統解析を行った．本研究の結果，外来個体群は分子系統樹においてアジア

大陸産（中国産）と同一クレードを形成したことからアジア大陸由来の個体群であることが示された．

1．はじめに

タイワンタケクマバチXylocopa （Biluna） tranquebarorum 

tranquebarorum（Swederus）（図1）は竹に営巣する習

性を持つタケクマバチ亜属 Bilunaの1種で，アジア大

陸や台湾を本来の分布域としている（Hurd and Moure, 

1963）．タイワンタケクマバチはもともと日本には分布

していないクマバチであったが，2006年に愛知県豊田

市並びに岐阜県安八郡安八町で外来種として発見された

（矢田，2007：神尾，2007）．

タイワンタケクマバチは，2006年の愛知県と岐阜県

での発見以降，三重県（川添，2017），長野県（小松ほか，

2012），福井県（室田，2017；田埜・黒川，2017），石川

県（石川，2018）そして京都府（川添，未発表）など本

州中部を中心に記録され，現在では関東地方から近畿地

方にかけて侵入並びに定着が危惧されている．

タイワンタケクマバチの日本への侵入経路について

は，営巣された状態の竹材もしくは竹製品の輸入に伴う

非意図的な人為的経路であると考えられている（Okabe 

et al., 2010）が，タイワンタケクマバチ自体の形質に基

づいた原産国・地域（中国もしくは台湾）の推定はこれ

まで行われていない．そこで本研究では，愛知県産，ア

図1． 愛知県豊田市で採集されたタイワンタケクマバチ（オ

ス）．右側のバーは10 mm．
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ジア大陸産（中国産），そして台湾産のタイワンタケク

マバチの分子系統解析を行い，愛知県産タイワンタケク

マバチ（外来個体群）の系統的位置付けを明らかにし，

その原産国・地域の推定を行った．

2．材料と方法

サンプルとして愛知県産外来個体群（愛知県豊田市扶

桑町産6個体・2012年3月25日採集・著者保管）と台湾

産個体群（屏東県産1個体）のミトコンドリアDNAの

部分配列を決定した．また，塩基配列データベース上よ

りアジア大陸系統として中国の南京市産タイワンタケク

マバチの配列（DDBJ登録番号：LC257680）を取得し，

分子系統解析に用いた．外群としてタケクマバチ亜属の

別種2サンプルを用いた．

サンプルは，99.5% エタノールにより保存し，DNA

の抽出を行った．ミトコンドリアDNAのシトクロムオ

キシダーゼサブユニットI（COI）領域の部分配列の増

幅を行うため，プライマーセット（5’-ATA ATT TTT 

TTT ATA GTT ATA C-3’（forward）と5’-GAT GGG 

CTC ATA CAA TAA ATC CTA-3’（reverse））を用

いた．増幅反応は， PCR Thermal Cycler Dice（Takara）

を用いて，94℃ 5分の加熱後に，98℃ 30秒， 55℃ 30秒，

72℃ 1分 で30サイクル行った．その後，PCR産物の精

製後，BigDye Terminator, v. 3.1 Cycle Sequencing Kit

（Applied Biosystems）によりラベリングし，ABI 3100

（Applied Biosystems）を用いて塩基配列を決定した．

分子系統樹は，MEGA6（Tamura et al., 2013）を用い

て近隣結合法により作成した．距離モデルにはKimura 

2-parameter modelを用いた。各分岐における信頼性は

1,000回のブートストラップ試行により評価した．

3．結果と考察

本研究では，タイワンタケクマバチの愛知県豊田市産

（外来個体群）6個体と台湾（屏東県）産1個体の計7個

体のミトコンドリアDNA（COI領域）の部分配列572 

bpを決定した．これら7個体の塩基配列とアジア大陸産

（中国産）タイワンタケクマバチを用いて分子系統樹を

作成した（図2）．構築された分子系統樹において，愛

知県豊田市産（外来個体群）6個体は，高いブートスト

ラップ支持値（946）のもとアジア大陸産（中国産）タ

イワンタケクマバチと同一のクレードを形成した．また，

愛知県産の外来個体群は遺伝的多型を有していた．

今回の遺伝子解析により，日本に侵入したタイワンタ

ケクマバチはアジア大陸由来の個体群であることが示さ

れた．タイワンタケクマバチの侵入元については，先行

研究でもアジア大陸である可能性が指摘されていたが，

先行研究では，タイワンタケクマバチ自体が備える形質

（外部形態や分子データ）等の直接的な情報ではなく，

図2． タイワンタケクマバチのミトコンドリアDNA COI領域 572 bpに基づく分子系統樹． 

樹形の右側はタイワンタケクマバチの産地．枝の分岐箇所の数字はブートストラップ値．

― 30 ―

川添（2019）　本州中部に定着した外来種タイワンタケクマバチの遺伝子解析に基づく原産地の推定



竹材の輸入元の国・地域別シェア（Okabe et al., 2010）

やタイワンタケクマバチと共生するコナダニ（クマバチ

コナダニ属 Sennertia）の形態形質（Kawazoe et al., 

2010）による間接的な情報からの推測に止まっていた．

本研究結果は，従来の「営巣基である竹材の輸入元」，「ク

マバチ共生コナダニの形態」からの推測を支持するとと

もに，タイワンタケクマバチ外来個体群の侵入元がアジ

ア大陸（中国）由来であることを決定づける成果といえ

る．今後は，日本国内各地域のタイワンタケクマバチ個

体群の遺伝的多様性を調査するとともに，アジア大陸

（中国）産のサンプルを増やし遺伝的解析を行うことで，

侵入元の詳細地域を調べることが必要である．

日本国内において外来個体群のタイワンタケクマバチ

は，クマバチ自身に備わる移動分散力に加え，営巣状態

の竹材や竹製品の流通経路に沿って今後，ますます分布

を拡大させる事が危惧されており，対策が急務である．

例えば，タイワンタケクマバチが日本国内で初めて記録

された愛知県では，県の条例「自然環境の保全及び緑化

の推進に関する条例」において本種が「生態系に著しく

悪影響を及ぼすおそれのある移入種」に指定され，みだ

りに野外に放つ行為を規制する対策を取っている（愛知

県 , https://www.pref.aichi.jp/kankyo/sizen-ka/shizen/

gairai/measure30/, 2018年8月27日確認）が，加えて，

竹材や竹製品を輸入する関係機関においても，タイワン

タケクマバチ並びに竹材に随伴しうる生物をこれ以上国

内に侵入させない検疫体制の早急な確立が求められるで

あろう．
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